
パネル発表「不登校傾向を示す児童への 

モルモット飼育による支援」 
芳倉優富子＊ 三本隆行＊＊

文部科学省は不登校児童生徒を「何らかの

心理的，情緒的，身体的あるいは社会的要

因・背景により，登校しないあるいはしたく

とも出来ない状況にあるために年間30日以

上欠席した者のうち，病気や経済的な理由に

よる者を除いた者」としており，2011年度の

全国の不登校児童生徒数は，小学校で22,622

名，中学校で94,836名となっている（文部科

学省, 2012）． 

不登校に至るまでの支援として，不登校傾

向を示し始めた児童に対して学級での聞き

取りや家庭状況の聞き取りなどから不登校

の原因となるものを探し，その原因が少なく

なるように環境を整えたり心理的ケアを試

みたりと様々な手法でのアプローチがされ

てきた．不登校傾向を示す児童の中には，対

人コミュニケーションの弱さや日常生活場

面での状況把握の弱さ等を持つ児童も多く，

不登校傾向を示してから発達障害と診断さ

れる児童もいる．これまで通級指導教室の指

導対象の中に不登校児童は含まれていなか

ったため，発達障害と気づかれないまま不登

校が長期化するケースもある．発達障害との

関係を十分に考慮しながら不登校傾向を示

し始めた早期への対応が不可欠であると考  

える．  

 ２年間不登校となり適応指導教室からの

依頼で通級に繋がってきた児童は，不登校に

なってから発達障害と診断されている．通級

指導教室と適応指導教室との連携で１年後

に登校できるようになった事例もあり，発達

障害を持つ不登校児童への支援において通

級指導教室が果たす役割があるのではない

かと考える． 
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ステップ教室は，「ＬＤ・ＡＤＨＤ等通級

指導教室」として平成１９年に設置された通

級指導教室である．香芝市を中心に約40名の

児童が通級している． 

不登校傾向を示す児童への対応として，数

か月間不登校であった小学5年生の女子児童

が，特別支援学級でモルモットを飼育してい

ることを知り，朝から下校時までモルモット

と過ごすために登校するようになったとい

う報告がある（三本2009）． 

 

モルモットは臆病で神経質な動物である

が，やさしくゆったり接し続ければ人間にも

慣れ，ウサギよりも性格はおとなしく，体重

も軽いので児童にも扱いやすいとされる． 

動物が子どもに与える影響として，山崎

（2009）はモーチベーター（「動物に触れた

い」「動物と仲良くしたい」という動機づけ

となる），コーディネーション（自分の体の

適切な使い方やバランスを保つこと．特に，

小さい動物に触れたり抱いたりする際，微妙

な力加減を無意識に習得する），言語発達（動

物を目にすることで自然に発言をするきっ

かけとなる），集中力（動物は注意の焦点に

なりやすく，テレビゲームや玩具などの趣味

や興味の壁を越えて子どもをひきつけ，その

集中力を高める），社会性（言葉を使わない

動物と接することで，非言語的コミュニケー

ションが上手になり，ボディ・ランゲージを

発したり読み取ることができるようになる），

セルフケア（動物を世話することで，自分自

身の身の回りのことを整え，正しい生活習慣

が身につく），自尊心（弱者である子どもが，

さらに弱い動物を飼養管理することで，動物

が快適そうに過ごし，周囲の人間から褒めら

れる．これが達成感につながり，自尊感情を

強くする．動物の健康状態や感情を気遣いな

がら世話することで，自己の価値を見出す），

コンパッション（動物を受け入れ共感するこ

とで，動物に対して優しく親切になることが

できる．さらに，人間に対しても同様の対応

ができるようになる），という8項目を挙げ

ている．また，中川(2003)は，学校で飼育さ

れる動物の存在が，飼育動物に愛情を持って

いる児童にとって，緊張感を弛緩させ，人間

関係の改善に影響すると述べている． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多くの小学校では，屋外の飼育舎にウサギ

やニワトリを飼育し，飼育委員会等がその飼

養管理を行っている．また，児童個人での飼

育は難しく，集団活動組織が必要である．そ

こで，教室全体で育てるという形をとりなが

ら，児童にはモルモットの飼育という役割を

与え登校刺激に繋げていく．さらに，弱い動

物と思っていたモルモットが成長して行く

事で，その成長を児童が支えているという感

覚を体験し，自分自身の価値を見直すきっか

けを与える． 

以上を参考に，不登校傾向を示し始めた児
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童へのアプローチの一つとしてモルモット

飼育を通して学校での居場所，心の安定，学

校での役割と登校する意味を確認させ，登校

につながった具体的な事例をパネルで紹介

する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

学校や教室へ入ることに難しさを持つ児

童がモルモットと出会うことで，学校や教室

への抵抗感が少なくなる．何らかの弱さを持

つ児童達にとってモルモットにえさをやり

世話をすることは，そのままの自分を受け入

れてくれるように感じ，自信を回復していく

のではないだろか．モルモットがその児童達

の困難さを軽減してくれる訳ではないが，そ

れぞれの困難さに向かう為のきっかけや精

神的安定を与えてくれるものである． 
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